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研究成果の概要（和文）： 本研究では、1) 研究者に対する体系的なアンケート調査、および2)知識構造化（オ
ントロジー工学）を援用した研究者の参加型ワークショップ実験という２つのアプローチを用い、異なる専門領
域の研究者間の学際協働の要件等を分析した。本研究では個別技術の開発や先鋭化に注力する研究者を「シーズ
側研究者」、技術シーズを社会ビジョンや社会システムとの関係で評価し構造化できる研究者を「メゾレベル側
研究者」として類型化し、双方間の協働・共創の可能性を検討した。
 研究の結果、専門性の共通性や差異を構造的に可視化することが、シーズ側研究者とメゾレベル側研究者の協
働を含む学際協働において効果的であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study explores conditions for facilitating interdisciplinary 
collaboration between researchers with different disciplines by means of the following two 
approaches; 1) questionnaire surveys to researchers from different academic disciplines and 2) 
experimental workshops with a participation of researchers applying ontology engineering, a tool for
 knowledge structuring. We specifically examined the conditions to foster collaboration between the 
following two types of researchers; 1) those who were dedicated to developing and refining promising
 technologies seeds per se and 2) those who evaluate such technology seeds in relation to societal 
systems and visions from the viewpoint of meso-level, the intermediate level between vision at macro
 level and technology seeds at micro level. 
 Results indicated that visualizing the differences and commonality of research fields and 
disciplines in a structured manner would be of great help for effective facilitation of 
collaborative research.

研究分野： 環境学、サステイナビリティ学
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１．研究開始当初の背景 
 持続可能社会の形成を促進していくため
には、有望な研究シーズや要素技術を俯瞰し、
これらのシーズを効果的かつ戦略的に持続
可能社会ビジョンに繋げていくことが極め
て重要である。そのためには、研究レベルで
言えば、個別技術の開発や先鋭化に注力をす
る研究者（シーズ側研究者）と、多様な技術
シーズをマクロレベルの社会ビジョンや
様々な社会システムとの関係で評価し、構造
化することのできる研究者（メゾレベル側研
究者）とが効果的に協働・共創を進めること
が重要な鍵となる。なお、本研究では、社会
ビジョンをマクロレベル、個別技術シーズを
ミクロレベルとすると、シーズとビジョンを
つなぐ中間領域をメゾレベルと称して、ビジ
ョン・メゾ・シーズレベルの三層構造の中で
研究者の専門性や研究領域を位置づけ、整理
している（図１）。 
 一方で、シーズ側研究者とメゾレベル側研
究者との間では、専門分野に基づく視点や研
究モチベーションなどにおいて、様々な違い
が存在していると考えられ、これらの差異が
協働・共創を阻んでいる可能性がある。両者
の協働・共創を進めていくためには、まずこ
れらの差異を特定・整理し、そのうえで協働
促進の要件や協働の方法を明らかにしてい
く必要がある。 

図１．ビジョン・メゾ・シーズの三層構造 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、シーズ側研究者と、メゾレベ

ル側の研究者との間に存在する、問題認識フ
レーミングや研究インセンティブなどの差
異を分析するとともに、双方の研究者間の効
果的な学際協働を促進するための要件を分
析し、協働のための具体的な方策を探ること
を目的とした。 
本研究で得られる知見は、学際協働や分野

横断型の共創が基盤である環境・サステイナ
ビリティ分野の研究・教育においても、重要
な視座を提供しうる。 
 

３．研究の方法 
本研究で用いた方法・アプローチは大きく

以下の 2つである。 
一つ目は、研究者に対する体系的なアンケ

ート調査である。国内の大学・研究機関に所
属する様々な研究（シーズ側研究者およびメ
ゾレベル側研究者）に対してアンケート調査
を広く実施し、シーズ側研究者とメゾレベル
側研究者の間に存在する視点（問題認識のフ
レーミングなど）や研究モチベーションにお
ける差異・相違について調査分析を行った。 
二つ目は、知識工学（オントロジー）を援

用した参加型実験である。異なる専門領域の
研究者の参加によるワークショップを行い、
研究者間の協働プロセスの再現を実験的に
試みた。具体的には、異なる専門分野の研究
者による参画を得て、環境やサステイナビリ
ティに関わる領域を対象に分野横断型研究
の課題設定・提案をしてもらうという条件設
定でワークショップを連続的に実施し、異分
野の研究者間の協働・共創の状況を再現した。 
以上の方法で得られた結果を踏まえて、最

終的にはシーズ側研究者と、メゾレベル側研
究者間の協働に向けた要件を分析した。 
 
４．研究成果 
研究者に対するアンケート調査からは、専

門分野に応じて、研究者間の視点（問題認識
フレーミング等）においては様々な差異が存
在しており、専門性の違いや全体の中での位
置づけを構造化し研究者間で共有すること
が、協働のための一つの鍵であることが示唆
された。（例えばビジョン・メゾ・シーズの
三層構造モデルを基にした構造化も一つの
方向性である。） 
知識構造化（オントロジー工学）を援用し

た参加型実験では、研究者同士の専門が近い
グループでは、オントロジーを用いることな
く分野横断型研究の提案が円滑に示される
状況であったのに対して、研究者間の専門が
遠いグループでは議論の整理段階において
も、オントロジーを用いた知識構造化が必要
とされる状況が再現された。このことからも
専門性の共通性や差異を構造的に可視化す
ることが、シーズ側研究者とメゾレベル側研
究者の協働を含む、学際協働においては効果
的である可能性が示唆された。 
 本研究から得られたこれらの知見や成果
については、複数の国際ジャーナルを含めた
学術論文、学会発表、書籍などを通じて積極
的に情報発信した。 
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